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航空機部品の輸送力強化 

～積載能力 160 ﾄﾝの「トランスポーター」を新規導入～ 

 

この度、フジトランスコーポレーション（本社：名古屋市港区 社長：系井 辰夫）は、航

空機部品の輸送を主目的とした「トランスポーター」１台を、従来の車輌に加えて新規導

入致します。この導入により、お客様の生産体制の増強にお応えできるものと考えており

ます。 

 

今回導入した「トランスポーター」の最大の特徴は、160 ﾄﾝの積載能力もさることながら、

96 個のタイヤ全てを操舵することにより、全長 34ｍ、全幅 5.3ｍの車体を最小回転半径 18

ｍで取り回しできる操作性にあります。また、油圧により車体を上下最大 76cm 昇降、左右

それぞれ独立して昇降させることも可能です。 

（写真は今回導入の車輌） 

 

 

当社は 2007 年より、自社 RORO タイプ船舶のプッシャーバージと「トランスポーター」

を連携して、お客様の工場から中部国際空港までの間、航空機部品の海陸一貫輸送に取組

んでまいりました。 

今後、更なる高まりを見せる航空機産業に迅速な輸送でお応えすべく、「総合物流企業」と

して安全で高品質な物流サービスを提供いたします。 

 

 

ニュースリリースに掲載されている情報（事業内容、お問い合わせ先など）は、発表日現在の情報です。 

予告なしに変更されることがありますので、あらかじめご了承ください。 
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